
2 0 1 9 年 1 2 月 1 7 日 ６　従業員

■ 常 6 8 1 0
■ 非 3 5 1 0 ■ 市

１　協議事項 ■ 常 □ 非 5 8 1 5
■ 常 □ 非 6 2 1 5 ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ■ 常 □ 非 5 5 1 5 ■
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 ■ 非 6 2 9 □

■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 ■ 非 6 0 9 □
■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ □ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月 末 日 〆 2 0 日 0 8 月 1 2 月
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況

□ □ 施設整備を伴う □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 4 2 0 1 6 8

□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇

２　事業実施に係る動機 ８　必要な資金と調達方法

8 0 0
1 0 0

３　提供サービス 1 0 0
① 2 5 ％ 6 0 0
② 5 0 ％ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □ 8 0 0 8 0 0
③ 2 5 ％ 月 火 水 木 金 土 日

９　事業の見通し

2 4 6 6

0 0 4 0 1 2 3
1 3 2 6 3 9 3 9
1 3 2 6 7 9 1 6 2
8 4 8 4 8 4 8 4

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 1 5 1 5 1 5 1 5
1 1 1 1

□ 8 1 6 2 4 2 4

□ 1 0 8 1 1 6 1 2 4 1 2 4

2 階 0 階 年
㎡ ㎡

1 階 ㎡
6 人 2 人 4 人

2 階 ㎡
2 人 人 2 人

階 ㎡
人 人 人 ※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

□ □ ■ □

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

収
入 その他

様式第２号－１

消防局予防課

回答 2 1 0

日1 7

月 日

受理 1 2 月

建築指導課

万円 万円

意見
人

万円
万円
万円

万円

内
容 福山市幕山台2丁目41-32の既存住宅を賃借し，共同生活援助事業を行う

意見

1979
121.5

種別 共同生活援助
利用者

施
設
の
概
要

構造 軽量鉄骨・木造2階建

必要経費 万円 万円

収入　Ｂ 万円 万円
売上高　※３生

産
活
動

生産品 １時間単価 １月当たりの生産額

万円

利用者賃金 万円 万円 万円 万円
支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円

万円 万円

〇「6 従業員」の意見によ
り月給に修正がある場合
は，人件費を修正すること
〇諸経費の内容が不透明
なため，収支予算書に内
訳を記載すること
〇従業員の社会保険料は
人件費に含まれています
か，含まれていない場合
は諸経費に計上すること
〇貴社の就労継続支援B
型の利用者のうち，入居
予定者は何名ですか，6名
未満の場合は，3月目まで
に利用者が6人となる見込
みが読み取れる資料を作
成すること(入居見込みリ
スト，入居者募集方法，募
集に要する費用等)

万円
万円

万円
万円
万円
万円万円

上段：受注先
下段：所在地

１月当たりの受注額

万円
万円

- 9 0 万円

万円
万円

万円 万円

万円
万円

回収・支払いの条件

円

万円
万円
万円

円

万円

万円

万円

計算式

3,860(基本報酬)　＋　2,240(夜間支援加算)　＝　6,100　　　6,100　×　1.074(処遇改善加算)　＝6,551円/日
6,551　×　30日　+ 10,000（家賃補助）　=　206,530円/月

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

収支
- 4

契約書の有無

万円

5

万円

万円

3 8 万円

万円
万円

万円

万円 万円

万円

万円

万円 □ あり □ なし

万円
万円

支
出

円
最賃確保状況（Ａ型）
（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

①-②
- 9 5 万円

万円

円

2 0 万円

万円

2 0 万円

万円

万円
万円
万円
万円

万円

万円
万円

月平均利用額　※１
（１人当たり）
給付費　※２

収入計 ①
人件費
旅費・交通費
賃借料
通信費
諸経費　※４
支払元金利息

〆

支出計②

使用する階

意見

合計

２月目 ３月目 １年後
利用者見込 Ａ

１月目
人

万円2 0

人

2 0 万円

人

意見
万円 万円

必要な資金 金額 調達方法 金額

設
備
資
金

〇事業開始数ヵ月の支出超過
を考慮しても，運転資金は確保
できています。
〇建物の敷金は左記に含まれ
ていますか。
〇区分4の利用者を想定する
のであれば，相当の設備費が
かかるはずだが，100万円とい
うのは何を想定しているか。

補助金
自己資金 万円万円

万円
万円

万円

車両
その他

運転資金

土地

万円
万円
万円

万円

関係団体

〇Aが役員でなく従業員
の場合は，時給ベースで
最低賃金を下回るため修
正すること
〇福山市は有効求人倍
率が高く，予定通りの従
業員配置ができない可能
性があるため，応募状況
によっては月給の増額も
検討すること

万円
万円

万円
万円

※借入金は本事業のためのものではなく，滞りなく返済中です

万円万円設備費

関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

年間返済額

％

意見金融機関

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

人件費

夜間支援員
※サビ管の月給は兼務先と按分済

夜間支援員

理由 借入残高

支払

サービス管理責任者

中小企業診断協会

日回収

日回収％ ％

日 〆 日回収

日

％ 日 〆

上段：取引先
下段：所在地

割合 掛取引 回収・支払の条件

％ ％

政策金融公庫

C
D
E
F
G

生活支援員
世話人

生活支援員

ボーナス

意見
管理者兼夜間支援員

職種 月給年齢名前法人名
A
B

雇用形態
代表者職名前

株式会社ファーストステップ
永富香織

担当者名 永富香織 連絡先 084-923-0087

事　業　計　画　書
作成年月日

建物
設備

合計

建物の構造・設備の変更

（事業所の移転）
賃借協

議
の
種
類

賃借
現在地

本計画書に記載が必要な項目
計画の概要

新規事業所の開設

定員の変更

共生型サービス
新築予定

新築予定

新築予定
賃借

事業の追加

現在，就労継続支援B型を営業中ですが，利用者には家族が高齢となり日常生活が難しくなる方が多くなってきています。また，施
設から出たい利用者の要望もあり，利便性を考えて共同生活援助の事業を計画しました。

24.6

共同生活援助

共生型サービス以外

①
種別
手続

収容人員
使用する階 専有面積 96.9

放課後等デイサービス
就労継続支援B型

地下
延面積

2階
建築面積

ファーストステップ幕山寮
あり

割合

あり㈱

■当初 □最終

③
収容人員 内訳 利用者職員

提供日

障がい者の自立支援
障がいのある方が一生を通じて支援を受けられる環境を作る

専有面積

行き場のない障がい者に住居を提供し，家庭的な環境のなかで自立に向けた訓練等の支援を目指す。

障がい者就労継続支援B型ファーストステップ
放課後等デイサービスふぁ～すとすてっぷ御門町　多機能こどもサポートふぁ～すとすてっぷ(児童発達支援，放
課後等デイサービス)　学習サポートふぁ～すとすてっぷ（放課後等デイサービス）

同種のサービス

目標

所有者

〇当該建築物は，住宅の用
途で昭和55年に新築，平成4
年に増築の検査済証の交付
を受けています。用途を変更
する部分の床面積の合計が
200㎡以下のため，建築基準
法に規定する確認申請の手
続きは必要ありません。
〇福祉施設として使用する
ため，自動火災報知設備及
び誘導灯が必要となります。
なお，利用予定者の状況を
聞き取りした所，消防法上の
用途は消防法施行令別表第
1（6）項ハとなることから，ス
プリンクラー設備の設置につ
いては必要ありません。
使用開始の7日前までに防
火対象物使用開始届及び工
事が完了した日から4日以内
に消防用設備等設置届出書
を提出し，消防機関の検査を
受ける必要があります。

申請種別 新築 増築 用途変更 その他

地上

事
業
の
概
要

手続

職員
手続 新規

収容人員 内訳 利用者

（大幅な事業内容変更）

所有者 抵当権

共同生活援助
新規

内訳 職員

② 使用する階 専有面積

種別

割合
種別 割合

理念

土
地

建
物

所在地 用途区域福山市幕山台2-41-32 2種中高

名称

用途
階層

㈱ 抵当権

建築年
96.9



１０　付近図 １２　事業計画

6 1 3 4 人 2 事業所
1 0 人

凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

１３　利用者処遇

11　平面図

１４　防災計画

１５　一日の流れ

0 6 時 0 0 分 ～ 時 分

0 7 時 0 0 分 ～ 時 分

0 9 時 0 0 分 ～ 1 5 時 0 0 分

1 8 時 0 0 分 ～ 時 分

1 9 時 0 0 分 ～ 時 分

2 2 時 0 0 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

※平面図のデータを貼付

意見

意見

種類：共同生活援助
利用定員：6名
利用料：別紙
生活支援員の業務の外部委託：なし
協力医療機関：船町ふじおかクリニック
主たる対象者：知的、精神
入居者一人当たりの居室の最小床面積：約:7.7㎡

＜サービス管理責任者の勤務について＞
兼務先が放課後等デイサービスであるため、サービス提供時間外(午前中)は共同生活援助の勤務とし、午後
から移動後兼務先のサービスに当たる

〇区分4（重度）の利用者
に対してより良い支援を行
うため，支援員の処遇改
善，支援力の向上，研修の
充実についての考えを示
すこと。
○夜間支援員の月給は，
深夜割増手当等を含む額
なのか，もし含むのであれ
ばこの計画書の額で職員
の安定雇用が可能なのか
心配である。
〇利用者の健康管理，事
故防止並びに人権に配慮
し，安心安全な支援を心が
けること。

家庭的な雰囲気を大事にしながら、食事の提供、衛生面(入浴、着替えなど)の管理、余暇の提供など、出来
る限り利用者のニーズに合った支援を提供する。
夜間支援員を配置し、身体の安全や体調管理にもすばやい対応ができるよう配慮する。

＜利用者の日中の生活について＞
多くの利用者は就労継続支援B型を利用

＜職員休日(日曜日)の支援について＞
日中も職員が常駐し、支援に当たる
朝食：前日勤務の夜間支援員が準備、早朝勤務(6時～14時勤務)の職員が配ぜんおよび提供
昼食：弁当等を準備し、職員が提供
夕食：弁当等を準備し、職員(12時～20時勤務)が提供
夜間は夜間支援員が２０時より勤務する(20時～翌6時勤務)

〇「家庭的な雰囲気を大事
にする」としながら，昼食・
夕食が弁当となっている。
福山市基準条例第199条
に，調理，洗濯その他の家
事等は，原則として利用者
と従業者が共同で行うよう
努めなければならないと
なっているが，これについ
ての考え方を示すこと。
〇重度化を視野に入れた
スプリンクラー等設備の整
備についての考え方を示
すこと。

就寝

意見

意見
起床　洗面など

朝食　出勤準備

出勤

意見
小学校区

意見

幕山

事業所
同種の事業所

一次避難先

人口 事業所数
利用定員

二次避難先

省略

夕食　

入浴　休息

＜避難場所＞

幕山小学校

＜避難方法＞

職員が安全を確認しながら徒歩で誘導します。

※災害警戒区域等の指定はありません。

約8.2㎡

収

納
収

納

押

入

収納

約10.9㎡

約8.2㎡

約8.2㎡

約7.7㎡

約10.4㎡

約8.2㎡

※各部屋の広さは収納を除いた面積



2 0 2 0 年 0 2 月 2 7 日 ６　従業員

■ 常 4 4 1 5
■ 非 3 5 1 0

１　協議事項 ■ 常 □ 非 6 6 3
□ 常 ■ 非 6 0 1 0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ■ 常 □ 非 6 6 -
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 ■ 非 6 2 7

■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 ■ 非 3 4 7
■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 ■ 非 4 0 7

□ □ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月 末 日 〆 2 0 日 0 8 月 1 2 月
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※サビ管および夜間支援員の月給は兼務先と按分済

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ □ 施設整備を伴う □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 設備費 4 2 0 1 6 8
□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇

２　事業実施に係る動機 ８　必要な資金と調達方法

補助金
自己資金 9 0 0

2 0 0

３　提供サービス 1 0 0
① 2 5 ％ 6 0 0
② 5 0 ％ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □ 9 0 0 9 0 0
③ 2 5 ％ 月 火 水 木 金 土 日

９　事業の見通し

2 4 6 6

0 0 3 5 1 0 6
1 3 2 6 3 9 3 9
1 3 2 6 7 4 1 4 5
5 9 5 9 5 9 5 9

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 1 5 1 5 1 5 1 5
1 1 1 1

□ 1 4 2 0 2 6 2 6

□ 8 9 9 5 1 0 1 1 0 1

2 階 0 階 年
㎡ ㎡

1 階 ㎡
6 人 2 人 4 人

2 階 ㎡
2 人 人 2 人

階 ㎡
人 人 人 ※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

□ □ ■ □ 基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品
計算式

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

３月目

１時間単価

日 〆

下段：所在地

日回収日 〆

日回収％ ％

日回収％ 日 〆％

万円 □

１月当たりの生産額

万円

主な修正点
下段：所在地

万円
生産品

2,940(基本報酬)　＋　2,240(夜間支援加算)　＝　5,180　　　5,180　×　1.074(処遇改善加算)　＝　5,563円/日
5,563　×　30日　+ 10,000（家賃補助）　=　176,890円/月

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

上段：取引先
割合

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更 その他

あり □ なし
％ ％

専有面積
収容人員 内訳 職員 利用者

掛取引 回収・支払の条件

福山市幕山台2丁目41-32の既存住宅を賃借し，共同生活援助事業を行う

円

③
種別 （（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

手続

円 円円

使用する階

収容人員 内訳 職員 利用者 最賃確保状況（Ａ型）

万円 万円 万円
手続 新規 使用する階 専有面積 24.6 必要経費 万円 万円 万円 万円

万円
収容人員 内訳 職員 利用者 支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

万円

事
業
の
概
要

①
種別 共同生活援助 売上高　※３ 万円

建築面積 96.9 延面積 121.5

生
産
活
動

収入　Ｂ
万円 万円 万円

手続 新規 使用する階 専有面積 96.9 万円 万円

4- 6 9 万円 -

万円
用途 構造 軽量鉄骨・木造2階建 収支

- 7 6

㈱ 抵当権 あり 支出計② 万円

4 万円
階層 2階 地上 地下 建築年 1979

所有者

別紙のとおり 諸経費　※４ 万円 万円 万円

万円 万円

万円
①-②

2 7 万円

万円 万円 万円

万円

②
種別 共同生活援助 利用者賃金 万円

主な修正点 通信費 万円 万円 万円 万円

施
設
の
概
要

土
地

所在地 福山市幕山台2-41-32 用途区域 2種中高
所有者 ㈱ 抵当権 あり 万円

建
物

名称 ファーストステップ幕山寮 支払元金利息 万円 万円 万円

万円
賃借料 万円 万円 万円 万円支

出

人件費 万円 万円 万円 万円
旅費・交通費 万円 万円 万円

万円

1
目標 行き場のない障がい者に住居を提供し，家庭的な環境のなかで自立に向けた訓練等の支援を目指す。

収
入

給付費　※２
万円

収入計 ① 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円 万円

1

同種のサービス
障がい者就労継続支援B型ファーストステップ
放課後等デイサービスふぁ～すとすてっぷ御門町　多機能こどもサポートふぁ～すとすてっぷ(児童発達支援，放
課後等デイサービス)　学習サポートふぁ～すとすてっぷ（放課後等デイサービス）

その他 万円 万円 万円

１年後 主な修正点
利用者見込 Ａ 人 人 人 人 別紙のとおり

7 万円
（１人当たり）

万円 1 7 万円7 万円 1

提供日 運転資金 万円

就労継続支援B型 割合

7
月平均利用額　※１

理念
障がい者の自立支援
障がいのある方が一生を通じて支援を受けられる環境を作る

１月目

放課後等デイサービス 割合 合計

２月目

現在，就労継続支援B型を営業中ですが，利用者には家族が高齢となり日常生活が難しくなる方が多くなってきています。また，施
設から出たい利用者の要望もあり，利便性を考えて共同生活援助の事業を計画しました。

必要な資金 金額 主な修正点

設
備
資
金

土地 万円 万円 別紙のとおり
建物 万円 万円
設備 万円 万円

万円 万円

車両 万円
その他 万円

種別
共同生活援助 割合

現在地
定員の変更 新築予定 金融機関 理由 主な修正点

賃借 政策金融公庫 万円 万円
万円 万円

建物の構造・設備の変更 万円 万円

年間返済額

※借入金は本事業のためのものではなく，滞りなく返済中です

借入残高

2020年（令和2年）3月18日
受付

H協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目 世話人

A
万円

夜間支援員
E

万円
新規事業所の開設 共生型サービス 夜間支援員

F
万円

（事業所の移転） 共生型サービス以外 新築予定 夜間支援員

G

賃借

（大幅な事業内容変更） 賃借

■最終
代表者職名前 永富香織 管理者兼生活支援員 D 万円

意見
別紙のとおり

万円
世話人 A 万円

万円
夜間支援員 万円

事業の追加 新築予定 人件費 支払 ボーナス

金額 調達方法

合計

事　業　計　画　書
作成年月日 様式第２号－２

法人名 株式会社ファーストステップ 職種 雇用形態 名前 年齢 月給 受付印

担当者名 永富香織 連絡先 084-923-0087 サービス管理責任者 B□当初



１０　付近図 １２　事業計画

6 1 3 4 人 2 事業所
1 0 人

凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

１３　利用者処遇

11　平面図

１４　防災計画

１５　一日の流れ

0 6 時 0 0 分 ～ 時 分

0 7 時 0 0 分 ～ 時 分

0 9 時 0 0 分 ～ 1 5 時 0 0 分

1 8 時 0 0 分 ～ 時 分

1 9 時 0 0 分 ～ 時 分

2 2 時 0 0 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

就寝

主な修正点

主な修正点
起床　洗面など

朝食　出勤準備

出勤

夕食　

入浴　休息

事業所
同種の事業所

一次避難先
二次避難先

家庭的な雰囲気を大事にしながら、食事の提供、衛生面(入浴、着替えなど)の管理、余暇の提供など、出来
る限り利用者のニーズに合った支援を提供する。
夜間支援員を配置し、身体の安全や体調管理にもすばやい対応ができるよう配慮する。

＜利用者の日中の生活について＞
多くの利用者は就労継続支援B型を利用

＜職員休日(日曜日)の支援について＞
日中も職員が常駐し、支援に当たる
朝食：前日勤務の夜間支援員が準備、早朝勤務(6時～14時勤務)の職員とともに配ぜん
昼食・夕食：弁当等を職員とともに準備、配ぜんする
夜間は夜間支援員が２０時より勤務する(20時～翌6時勤務)

省略

主な修正点 種類：共同生活援助
利用定員：6名
利用料：別紙
生活支援員の業務の外部委託：なし
協力医療機関：船町ふじおかクリニック
主たる対象者：知的、精神
入居者一人当たりの居室の最小床面積：約:7.7㎡

＜サービス管理責任者の勤務について＞
兼務先が放課後等デイサービスであるため、サービス提供時間外(午前中)は共同生活援助の勤務とし、午後
から移動後兼務先のサービスに当たる

主な修正点
小学校区 幕山 人口 事業所数 別紙のとおり

利用定員

主な修正点
別紙のとおり

主な修正点
※平面図のデータを貼付

＜避難場所＞

幕山小学校

＜避難方法＞

職員が安全を確認しながら徒歩で誘導します。

※災害警戒区域等の指定はありません。

約8.2㎡

収

納
収

納

押

入

収納

約10.9㎡

約8.2㎡

約8.2㎡

約7.7㎡

約10.4㎡

約8.2㎡

※各部屋の広さは収納を除いた面積



＜意見についての回答＞

また、設備についてリフォーム工事が増額となったため資金額を増額しました。
上記変更とともに、いただいたご意見を検討いたしました結果をご報告いたします。
※主な変更点
・6　従業員
・8　必要な資金と調達方法
・9　事業の見通し　月平均利用額(1人当たり）の積算根拠
・12　事業計画
・13　利用者処遇

４　施設の概要

６　従業員
従業員の配置を見直しました。
・介護支援状況を見直し、生活支援員を減員しました。
・夜間支援員の勤務負担を軽減するため、増員しました。

８　必要な資金と調達方法
〇建物の敷金は左記に含まれていますか。

必要な経費の内訳
設備： リフォーム工事 100万円

家財道具など備品 100万円 計200万円
その他： 敷金 75万円

開所準備費 25万円 計100万円

９　事業の見通し
〇「6 従業員」の意見により月給に修正がある場合は，人件費を修正すること

現在の入居希望者の障害区分が1～２であるため、現状に即して該当箇所を変更いたしまし
た。

建物の敷金は設備項目に含まれています。
重度の利用者は現在入所予定はありませんが、リフォーム工事の金額に変更があったため内訳を
見直し、設備費を増額しました。増額分は自己資金から調達します。

〇福祉施設として使用するため，自動火災報知設備及び誘導灯が必要となります。なお，利用
予定者の状況を聞き取りした所，消防法上の用途は消防法施行令別表第1（6）項ハとなること
から，スプリンクラー設備の設置については必要ありません。

使用開始の7日前までに防火対象物使用開始届及び工事が完了した日から4日以内に消防用設備
等設置届出書を提出し，消防機関の検査を受ける必要があります。

〇Aが役員でなく従業員の場合は，時給ベースで最低賃金を下回るため修正すること

〇福山市は有効求人倍率が高く，予定通りの従業員配置ができない可能性があるため，応募状
況によっては月給の増額も検討すること

〇区分4の利用者を想定するのであれば，相当の設備費がかかるはずだが，100万円というのは
何を想定しているか。

自動火災報知設備および誘導灯は、業者に設置依頼済みです。

工事完了後、消防機関へは検査依頼いたします。

管理者となる職員を変更しました。新たな管理者Dには常勤職員を、常勤の世話人Aに法人の役員
をそれぞれ配置しました。そのほかの従業員の月給は最低賃金を下回ることはありません。

支援にあたる従業員は確保済みです。今後、従業員の配置などに変更があった場合には状況に応
じて検討いたします。



〇諸経費の内容が不透明なため，収支予算書に内訳を記載すること

社会保険料は諸経費に計上しております。内訳を精査した結果、諸経費金額を見直しました。
・諸経費内訳（円）

食費・消耗品 30,000 ×入所者数
光熱水費 30,000
研修費 5,000
社会保険料 50,000

・入居予定者6名の内訳
ファーストステップの就労継続支援B型の利用者　2名
関係各所より紹介　3名
短期入所者　1名

１２　事業計画

〇利用者の健康管理，事故防止並びに人権に配慮し，安心安全な支援を心がけること。

１３　利用者処遇

○夜間支援員の月給は，深夜割増手当等を含む額なのか，もし含むのであればこの計画書の額
で職員の安定雇用が可能なのか心配である。

〇「家庭的な雰囲気を大事にする」としながら，昼食・夕食が弁当となっている。福山市基準
条例第199条に，調理，洗濯その他の家事等は，原則として利用者と従業者が共同で行うよう
努めなければならないとなっているが，これについての考え方を示すこと。

・入居者の募集は、指定後、施設案内パンフレットを各相談事業所へ持参し募集します。

夜間支援員の月給は深夜割増手当を含む額です。夜間支援員を増員し一人当たりの出勤日数を減
らすことで職員の負担軽減を図りました。今後も支援の内容や勤務状況に応じて検討してまいりま
す。

従業員の配置に変更があったため、人件費を修正しました。該当職員以外は現状では時給および月
給の基本額の修正は予定しておりません。今後は状況に応じて検討してまいります。

〇貴社の就労継続支援B型の利用者のうち，入居予定者は何名ですか，6名未満の場合は，3月
目までに利用者が6人となる見込みが読み取れる資料を作成すること(入居見込みリスト，入居
者募集方法，募集に要する費用等)

〇従業員の社会保険料は人件費に含まれていますか，含まれていない場合は諸経費に計上する
こと

平日の昼食は就労支援B型などの施設を利用するため共同生活援助での提供はありません。夕食
は職員ができるだけ入所者と共に調理、配ぜんいたします。

現在の利用希望者の障害区分が1～2であることで生活支援員の配置を再考し、夜間職員の負担を
軽減できるよう改めました。将来的に重度の希望者があった場合には、職員の配置や勤務状況を検
討いたします。また、支援力向上のために定期的に関係各所での研修に参加させます。

看護師の資格を持つ世話人が日々のバイタル等の管理をします。また、階段などに手すりを設け事
故防止に努めます。利用者同士のトラブルがないようすべての職員が利用者の特性や行動などに
注意を払い支援します。

昼食、夕食が弁当などとなるのは日曜日のみです。日曜日は利用者様にとっても休日となるので、
近くのスーパーなどに職員とともに出かけて買い物などをすることは金銭感覚を養うことができるほ
か、社会生活のスキルを身につけることができ支援の一環となると考えます。

〇区分4（重度）の利用者に対してより良い支援を行うため，支援員の処遇改善，支援力の向
上，研修の充実についての考えを示すこと。



入所希望者の障害区分１～２であるため、現行ではスプリンクラーの設置は予定していません。今後
は関係各所と協議のうえ設置を検討します。

〇重度化を視野に入れたスプリンクラー等設備の整備についての考え方を示すこと。


